
- 実践④ 1 - 

【実践報告④】 

新学習指導要領を踏まえた学習評価の在り方に関する研究 
 

蒲郡市立塩津中学校  

１ はじめに 

 本校は蒲郡市にある学校で、全校生徒数282名（令和５年度）の中規模校である。一小一中で多く

の生徒は９年間ともに過ごすこととなり、気心の知れた仲間となっている。一方で、外国からの転入

や編入の多い学校でもあり、お互いのどんな個性も認め合える、温かい雰囲気の学校である。校訓を

「するどく ゆたかに ねばり強く」と掲げ、「自ら意欲的に学習し、学力のある生徒」「優しさに

秀で、礼儀正しい生徒」「心身ともに健康で、実践力のある生徒」を目指している。 

 

２ 研究の内容 

(1) 研究の概要 

平成29年告示の学習指導要領では、カリキュラム・マネジメントの一環として「指導と評価の一体

化」が求められており、本校では「指導案」に着目し実践に取り組んだ。単元の構想が示された今ま

での指導案に、形成的な評価と総括的な評価を意識して書き込んだ。形成的な評価を意識して事前に

考えることは、自ずと指導の中での生徒の理解度を見取るポイントを考えることになる。そうするこ

とで、生徒の理解度の把握はもちろんのこと、授業者自らの授業の評価や改善へつなげることができ

るのではないかと考えた。本実践では「授業マネジメントシート」の活用法を考えていくとともに、

教科によってさまざまな「振り返りシート」を活用しながら評価についての研究を進めていった。 

(2) 「授業マネジメントシート」における実践例 

ア 本校の授業マネジメントシートについて 

本校の授業マネジメントシートの大きな特徴は、指導案型であることである。そこに毎時間の授業

者の振り返りをメモとして書き込み、矢印等を利用しながらどのような授業改善が行われたか、授業

案の変遷を記入するような形となっている。そして、既存の「指導案」から「授業マネジメントシー

ト」へ意識を変えることや、教師の負担軽減のために、資料１に示すように３年間の研究を通してよ

り使いやすいように形を変えていった。まず、表題を「学習指導案」から「授業マネジメントシート」

とし、指導案の１枚目を廃止、１枚目に書いていた教材観・指導観をより簡潔にして授業マネジメン

トシートの上部に結合させた。また、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組

む態度」の観点ごとに記述欄を設けていたものを、三つの観点の欄には〇をつけるのみにし、新たに

記述欄を設け、

統一して記載す

る形に変えた。

こ の よ う に 、

「評価の視点」

や「授業者の振

り返り」の欄を

広く設けること

で、具体的に記

入することがで

きた。「授業者

の振り返り」の

【資料１ 指導案から授業マネジメントシートへ】 
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欄には１時間の授業を終えた後で授業者が感じたことを書き込んでいった。実際に授業を行ってみて、

うまくいかなかったところや今後必要だと感じたことだけではなく、うまくいったところなども書き

込んだ。 

イ ３年生数学「図形と相似」（令和５年度）での実践 

資料２は、３年生数学の「図形と相似」単元の授業マネジメントシート（単元初期）である。この

単元は、学芸員の方から「市の名木でもある母校のクスノキについて、ホームページに高さを記載し

たいが実測することができなくて困っている。中学生のみなさんの力を借りて、なんとか樹高を求め

られないだろうか」と依頼を受けるところから始まる。第１時の授業者の振り返りに「学芸員の方が

来校してくださったことで、直接依頼を受け、生徒の意欲が高められた」「『正確性』『根拠』とい

うワードを出してもらえた。また、測定に生かす！」と記入があり、導入部分を地域の方に協力して

いただいたことで意欲が高まったことと、どんな話をされたことがよかったのかが具体的に記入され

ている。 

【資料３ ３年生数学の授業マネジメントシート（単元中期）】 

【資料２ ３年生数学の授業マネジメントシート（単元初期）】 
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前のページの資料３は、しばらく単元を進めた段階での授業マネジメントシート（単元中期）であ

る。授業者の振り返り欄には、「繰り返し『比』について学習する中で、『樹高の測定につながりそ

う』『早く測定したい』という反応がぐっと増えた」と生徒の見取りの様子が書き込まれている。さ

らに、他の部分には「第16時の終わりに第17時以降の予告をすると、『長さから高さじゃないの？』

『面積のことやるうちにひらめいたこと忘れちゃいそう』」と生徒の反応の書き込みがある。そこで

授業者は「次時から樹高の測定に入る。第22～25時と第17～20時の入れ替え」と書き込み、実際の学

習内容の順番を入れ替えた。 

ウ １年生国語「星が降るころに」（令和５年度）での実践 

 資料４は、１年生国語の「私が紡ぐその後の物語～『星の花が降るころに～』」で作成した授業マ

ネジメントシートである。授業者の「描写に着目している生徒もいるが本文の内容理解が不十分な生

徒が多かった」という振り返りから、「なるべく生徒の言葉で他の生徒が理解できるように、切り返

しや補助発問で具体性を引き出す」と手だてを改め、その後の学習活動を内容理解のための活動へと

大きく変更した。どこがどう変更されたのか明確になり、その変更・改善に至った経緯やそこに込め

られた授業者の思いを読み取ることができる。 

(3)「振り返りシート」における実践例 

本校の振り返りシートは、形式を統一せずに、教科・単元に合わせてさまざまな形をとった。 

ア ＯＰＰＡでの振り返り 

 社会科、数学科、理科等ではＯＰＰＡ（One Page Portfolio Assessment）の形で振り返りシートを

作成した。１枚のシートに単元のはじめ、なか、おわりの履歴を簡潔に記録していき、自己評価する

方法である。この振り返りでは、単元を通して生徒の変容や目標への到達度が確認しやすかったと感

じた。また、生徒が表現したものを教師が見取り、指導に生かすこともできた。 

 次のページの資料５は、前述の３年生数学「図形と相似」における振り返りシートである。単元の

はじめに自分がどのような思いをもったのか記録し（資料５の左上の四角部分）、この思いが持続す

るようにＯＰＰＡでの振り返りを活用した。「なか」の部分に当たるこの時間の振り返りには、「ク

【資料４ 実際の授業マネジメントシート（国語：単元中期）】 
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スノキの測定に相似条件などが使えそうかなと思ったけれど、どうしたら測れるかまでは詳しくわか

らなかったです」と記述していた（資料５の左下の四角部分）が、数時間分の学習後には「平行線を

かくことで相似な図形を見つけられることができると知りました。でも、クスノキを測るのにどう使

うのかは、まだ分からなかったです」と成長の様子が見取られる（資料５の右中央の四角部分）。こ

こから生徒が常に目標を意識して授業に参加していると考えられる。 

イ ルーブリックを利用した振り返り 

 主に国語科ではルーブリックを利用した振り返りを用いた。これは学習の到達度を生徒が表を用い

て測定する評価方法である。事前に評価観点の認識をすり合わせることができ、素早い評価と生徒へ

のフィードバックが可能になった。資料６では、学習計画「情景描写に込められた意味を考えてみよ

う」で「『またたく星みたいに』のところで私は、ただの星が光っているのかなと思っていたけれど、

○○さんが言っていた『まだ思いは出し切れていない』『消えたり光ったり』確かだなと思いました」

【資料５ ＯＰＰＡでの振り返り】 

【資料６ ルーブリックを活用した振り返り】 

○○ 
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と振り返っている。ルーブリックによって視点が与えられ、目標に迫った振り返りを書くことができ

たと考えられる。 

ウ その他の振り返り 

ＯＰＰＡやルーブリック以外にも、

生徒同士で他者評価や相互評価といっ

た、互いで客観的に評価する方法も取

り入れた。資料７は、体育科での旗を

用いた他者評価と、英語科でのカード

を用いた相互評価の実際の場面であ

る。これらの評価は、評価項目や視点

を定めて、お互いの発表や活動を観察

することで、評価する側もされる側もどちらも集中して取り組むことができた。仲間からの評価が自

信につながるだけでなく、仲間の優れた点を自分のものとして吸収することができる利点もある。視

覚的に評価を伝え合えるため、時間をかけずに取り組めた。 

 

３ 成果と課題 

(1) 授業マネジメントシートを利用した授業者の感想 

今回、指導案型の授業マネジメントシートを使用したときの教師の感想は次に示すとおりであった。 

 ・どこで何を評価するのかが、より明確な状態で授業づくりができた。それにより、これまでより

  も生徒を見る視点が焦点化された。 

・一つの単元の中で、生徒の関心の高さや理解度に応じて、内容のマイナーチェンジ（小規模な改

  良）が行えた。変更することが抵抗なくできた。 

・生徒の理解のために効果的な単元展開を考えることで、結果的に生徒の学習を保障できていると

  感じた。 

授業マネジメントシートについては、本校教師の意見を取り入れ、使いやすいようにアレンジを加

えてきたため、教師の意識がかなり高まっていることを感じた。また、授業案を考える段階でその評

価の方法、観点も考えることにより、目指す生徒の姿も具体的にイメージができ、生徒を見取る手助

けとなった。 

(2) 成果と課題 

今回の実践を通しての成果として、次の二点が挙げられる。１点目は、どの教科でも指導と評価の

一体化をイメージした取組ができたこと、２点目は、授業者の振り返りが蓄積でき、年度をまたいで

も共有できたことである。指導案型の授業マネジメントシートや教科の特性に合わせた振り返りシー

トの活用により、目指す生徒の姿を授業者がより具体的にイメージすることができ、生徒の思いや学

習内容の理解度等を見取る手助けとなった。生徒の姿や振り返りから、適切な授業改善を行い、生徒

の成長につなげるという流れができていた。また、授業マネジメントシートに書かれた授業者の振り

返りの蓄積は、その単元の授業改善に役立つだけではなく、次年度以降の同単元の授業者にとっても、

大いに参考になった。 

一方で、今回の実践では指導案型の授業マネジメントシートとしたが、この形のままでは１年を通

して日常的に利用することはできなかったことが課題として残った。今後は、気軽に日頃から使える

形の授業マネジメントシートも模索していきたいと考えている。 

 

【資料７ 他者評価や相互評価を取り入れた様子】 


